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高分子膜を用いた気体分離　　田中　学

　気体分子は，高分子膜に「溶解」「拡散」することにより透過することが知られている。高
分子膜と気体の組合せごとに溶解性，拡散性が異なり，両特性により気体透過特性が決まる。
高分子膜による気体分離は有利な点が多くあるものの，実用化された例はいまだ少ない。近
年，Upper bound を超える高い透過性と選択性を有する高分子気体分離膜の研究が国内外で
盛んに行われており，なかでも固有微細孔性高分子や有機-無機ハイブリッド膜は，その優れ
た特性により注目されている。P630-631

■ 高分子膜における気体
分子の透過機構
　（ⅰ）「溶解」，（ⅱ）「拡
散」，（ⅲ）「脱離」過程を
経て，気体は高分子膜中
を透過する。気体透過特
性を表す各種気体の透過
係数（P）は，拡散係数
（D）と溶解度係数（S）
の積で定義される。

■環境・エネルギー問題解決に貢献するキーテクノロジー
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